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代謝 を生 きる

移動 1生をめ ぐる 実験的考察

モ ハ ー チ ・ゲ ル ゲ イ
＊

｝　 今 日 の 日本に お い て病気そ の もの の 民族誌 を描 き出す こ と を 目的 とす る な らば、遅かれ早か　；

1 れ、科学の 現場 に た どり着くこ とに な る だ ろ う。本論文で は、種々 の 民族誌的な ら び に科学的　i
i な材料 をも と に、医学 の 二 つ の 現場 で あ る 臨床 と研 究所 で行わ れ る さ まざまな実践を描 く試み 　…

i を展 開 し、そ こ で 生 活習慣 と倹約遺伝子と い う、糖尿病学の それぞ れ 異なる標的を行き来する　i
i 代謝の 動きを追 い か け て い く。 糖尿病 な どの 慢性病 を患 っ て い る多 くの 人 々 は、自覚され て い 　i
… ない 体内の働 きを抱きつ つ 、日 々 の 生活に 不可欠な知識 を習得 して い くなか で、さまざまな他 1

…者 との 距離 をは か る 人格を 再構成 して い く。こ の 二 つ の 配置 を互 い に 見い だ す プ ロ セ ス を こ こ　1

… で 「代 謝を生 きる」と呼び、生活 と生物との 相互 包含関係 に注 目 した い
。 まず は 、 働 き盛 りの 　1

… 中年男 性 の 生活世界 と血糖 の 検 査値 とい う
一

見異 次元 の よ うに み え る もの の 問を揺れ動 く 「生　i

…活習慣 」 の 動的な性格 を示す 。 そ して こ の 「生活習慣」が 、生その もの を意味する倹約遺伝子 　i
… の 関与 を得て 、11本 人 と い う主 体 と創薬 の 対象の 問 を行 き来す る こ と に つ い て は、論文の 後半 1

iで述8 る。最後に 、 こ うした糖尿病研究 の 現場 で 増殖 して い る ハ イブリ ッ ドを通 じて、人 間と　…
i 非人 間の 多様性 が 互 い に 関係 しあ い 、影響 し あうこ とに着 日 し、人 間 と科学 の 複雑で 動的 な相　i
l 互干渉 に取 り組む人類学 の 可 能性 を実験的 に 模索す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i
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1　 は じめ に

1　 「生」の 包摂 と排除

　 ラ テ ン 語 の vita は 、

一
方 で は生 命 と い う意

味 があ り、 他 方で 人 生 の こ と を表す。 す なわ

ち、人 間と して 生 きる こ とは 、 前者の 生 命活動

と後者の 社会生活の すべ て を包含する 「生」の

こ とで ある 。 ある い は 、 換 言すれ ば 、 私た ちは

生命に 関する知識を身に つ けなが ら 日 々 の 生活

を送 っ て い く。

　「Vita」 は ま た 、 人類学者 ジ ョ ア オ ・ビ ー ル

が描 い た、社会 に見捨 て られた 人び とが集 まる

ブ ラ ジ ル の シ ェ ル タ
ー

の 仮名で もある ［BIEHL

2005］。 家族 に追 い 出 されて こ こ で 暮 ら して い

る カ タ リーナ とい う女性の 口記は
1 ）
、排除され

た生 を民族誌 的 に描写す る独 特 な資料 で あ る 。

カ タ リーナの 人生 は、病い を生 きる経験 で あ り

なが らも、常 に集団 の 経歴 を辿 る 道筋 と して も

描かれ て い る 。 そ して興味深い こ とだ が 、 次元

が異なる こ の 生 の 二 つ の 局面 は 、 彼女が飲 み続

ける さ まざまな抗精神病薬を とお して 微妙に交

差 して い る 。 薬を飲 む とき、 そ の 有効成分が血L

液中に 吸収 され 、 生 体の 作用 に よ っ て 化学変化

を起 こ す 。 また こ れ と1司時 に、活性 の な い 代謝

産物は 肝臓 を通 っ て体内か ら抜けて い く。 こ う

した薬剤の 代謝と排泄の作 用 を得て 、カ タ リ
ー

ナの 体は 、治療薬の 対象で あ る 生命 α舵） と、

人生 （ltfe）の希望 の 接 点 として現れ る （「自分

の 体 、 薬 と して はた ら く （よ うな）体が欲 しい 」
“
To　want 　my 　body　as　a　medication ，　my 　bodジ）。

シ ェ ル ターで 口ご ろ飲み 続ける 抗精神病 薬 は 、

一
方で は家族や 国家に見捨 て られ た彼女の社会

的排除を具現化す る もの で あ る （「私が こ うな っ

た の は 命の （は た らきの ）せ い だ」
”
1　am 　like

this，　because　of 　life
”
）が 、他方 で は、そ の 効果

と して あ らわ にな る 自らの 身体を通 じて、シ ェ

ル ターの 仲 間た ち と の 絆 を深 め て ゆ く （「捨 て

られ た もの は み ん な 、 命の
一

部 なん だ わ」
“
The

abandoned 　are 　part　of 　lefe
”
）o
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　本稿 の 視点か ら重要 なの は、生命 と人生 は、

か くして 薬を代謝する彼女の 体の な か で 互 い を

包摂 し排 除 し続け る とい う点で あ る 。 社 会的に

打ち捨 て られ た カ タ リ
ー

ナ の 人生 は、薬剤 とい

う人工 物の 代 謝 を通 して 、 シ ェ ル ター内で の 絆

へ と導か れ る 。 そ して こ の 「包摂的排除」の 論

理 は 、 科学技術 と人 間の ハ イブ リ ッ ドに深 く関

わ っ て い る と考え られ る だろ う。 社会か らは じ

き出 された カ タ リ　
・一

ナ は 、 代謝 を生 きる こ とに

よ り、排除され た人 々 の コ ミ ュ ニ テ ィ に密着す

る の で あ る 。

　 こ の よ うに代謝を生 きる こ とは、糖尿病な ど

の 慢性 病 を患 っ て い る多 くの 人 々 に と っ て 、 さ
’

ま ざ まな他者 との 距離 をは か る 経験で ある と

同時 に 、 自覚 されて い ない 体内の 働 きを抱 えな

が ら日 々 の 生活を送るた め に必要な知識で もあ

る 。 代謝 の 謎 はこ こ に ある 。
つ ま り、 それ は外

の もの を内に取 り込み 、 体内の もの を外に 出す

こ とに よ り、 い や それ を通 じて 、「生」 の 人格

的な関与 と科学の 事実を互 い に畳 み 込む の で あ

る 。 しか し 、 それはア ガ ン ベ ン が言 う不動の状

態 とし て の 「包摂的排除」で は な く、何 らか の

新 しい 秩序 に向か っ て生 きて い る とい う、 常に

変化 し て い る状 態を示す
2）

。 ビール は 、 薬が体

内 を移 動す る とい う代謝 の 生命活動 が、社会生

活の 新た な経験 を生 み出す と指摘 す る こ とで 、

「生」の 二 重性を人類学の 問題 として 受け止 め

る ［BmHL 　2005 ；258］。

　 近年 、 人類学 とそ の周辺分野にお い て 、 身休

の 経験 を介 した社会生活 か ら、 生 と死の 境界 を

書 き直す科 学技術 的思想 の 生成 まで 、「生 きる

こ と」をめ ぐる研究が広 が りつ つ あ り、生の 人

類 学とい う独 自の 問題意識 がか たちつ くられて

い る
3）
。だが、 こ うした こ と を分析す る とき、

以上述べ て きた生活 と生命の 次元 は記述 的に 区

別 され る傾向が あ る こ と も否定で きな い 。 生 の

人類学に は、大別 して 二 つ の ア プ ロ
ー

チ が あ る

よ うに思 われ る。ひ と つ は、晩年の フ
ー

コ
ー

が

取 り組 ん だ生 政 治 的主 題の 延 長線上 に現 れ る、

人間の 主体性 へ の 関心 で あ る 。 もうひ とつ は 、

N 工工
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生命科学の現場にお ける差異化の 民族誌的な 記

述 とい う試みで ある 。

　前者 で は、 医療技術 の 普及 や 生物学 の 発展

に よ る ア イデ ン テ ィ テ ィ 形成 の 新た な展 開が示

さ れ て お り、そ れ は 「生社会牲」（biosociality）

や 「生 物 学 的 市 民 権 」（bidogical面 zenshlp ）

とい う概念 で捉え られ て きた ［PETRYNA　 2002 ；

ItABINow　 1992な ど］。 こ の とき 、 性別 や 民族、

人種な ど の 社会的帰属 は 、 どれ もそれ を分類 な

い しは特定 しようとする科学技術 と密接 に 関わ

りなが ら、ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 基礎を生物学的

な視点か ら位置づ ける 。 生殖技術 が媒介する 男

と女の 違 い 、ある い は脳死 と臓器移植 をめ ぐる

文化摩擦 は こ うした研 究の 代 表的なテ
ー

マ で あ

ろ う。
つ ま りこ の よ うな ア プ ロ ーチ で は、「自

己」 や 「アイ デ ン テ ィ テ ィ 」の 多様性 は、医療

技術 と の 遭遇 で 再構成 さ れ て い くと主張 さ れ

る こ と に な る 。 私 た ちが生 き る現代 社 会に お

い て 、 こうした人 格の諸分類が 科学の 客観的 な

知識 の 文化的 な基準 とな る とい う過程 を、 PET

脳画像診断技術 の 文化的影響を考察 した人類学

者 の ジ ョ ゼ フ
・ドゥ ミ ッ トは 「客観的 自己成形」

（objective 　self−fashioning） と呼び、近代医学が

媒介す る ア イデ ン テ ィ テ ィ の 多様性へ の 関心 の

高ま りを示 して い る 匚DUMIT 　 2004コ。

　生 きるこ との 多様 な意 味 を再構 築す る科学 の

社会的影響 を解説 し よ うとする研究戦略に対 し

て 、 実験室や病院など 、 科学技術の 現場を対 象

とす る研究 にお い て は 、 「生」 その もの の 差 異

化が 検討され る。例えば、分子生物学の 出現を

分析 したハ ン ス ≡ヨ ル グ ・
ラ イ ン ベ ル ガ ーは、

米国の マ サ チ ュ
ー

セ ッ ツ 総合病院で 行わ れ た 、

タ ン パ ク質合成 を解明 した ラ ッ ト肝臓実験の 歴

史民族誌 の なかで 、 生 を轡 き換える過程 を描 き

出 して い る ［RHEINBERGER　 l997］。そ こ で 見え

て くる の は 、新規性 （つ ま り差異） を捜 し求 め

る とい う実験科学 者た ちの 活動 と、 細胞 の 分化

（つ ま り差異化 ） の 実験 装置 を構 築す る こ との

複雑 な相 互干 渉で あ る 。 す なわ ち分子 生物学の

物 質文化 に関す る彼の 研 究 は、科学の 実践 を前

面に押 し出 しなが ら 、 生命観 と実験装置の 間の

認識的連続性 を指摘 して い る 。 同様に 、 病院や

診療所など の 医療現場 を対象 とす る民族誌的 な

諸研 究で は、さまざまな組織 の なかで差異化 さ

れ る生の もつ 固有の 知識 領域が 示唆 され て きた

［例 えば THoMpsoN　 2005 ；YouNG 　 1995］c こ こ

で は 、 人間や 道具、テ ク ノロ ジーの 密接な関係

を通 じて行われ る協働作業を追 い かけ記述 して

い くこ と に よ っ て 、 医療 実践 に埋 め 込 まれた 生

の イメ ージが浮かぶ こ とが重要で あろ う
4 ）

。

　総 じ て 、人種や 宗教 な どの 個 人約 、 集合的ア

イデ ン テ ィ テ ィ を 「生 きる 」こ とに よ る包擢 と

排除を思考 して きた生政治的 なア プ ロ
ー

チ に対

して 、 生命科学 や臨床 の さまざまな現場の 間 を

行 き来す る知識 を対象 とす る後者の 研 究 で は 、

「生 を知 る」 こ とが鍵 とな る の で あ る 。 で は 、

こ うした 次元 の 異 なる知識実践 は い か に して 関

わ り合 っ て い る の か 。 こ の 問 い を突 き詰め て い

くた め に は、「移動性」の 問題 に取 り組 む こ と

が不可欠 となるで あろ う。 なぜ なら 、 生 は科学

技術 の 対象ない し は現場 の 間 を移動して い るか

らこそ 、 その 包摂 と排 除が可能になるか らで あ

る 。

2　移動性 を人類学化 する

　移動性 は 、 人類学 に と っ て 決 して新 しい 課題

と は言 えな い 。 「文化」 を定義 し よ うとす る タ

イ ラ
ーやク ラ ッ クホ ーン な どに と っ て 、 人 間を

特徴づ ける もの は LB代か ら世代へ の 伝達 とい う

動 きで ある こ とが よ く知られ て い る。また、伝

播 主義者が 、 人 々 の 移 動 に よ っ て 変化す る 文化

を描い て きた こ ともこ の 分野 に極 め て大 きな影

響を与えた 。一
方、マ

ー
シ ャ ル ・サ

ー
リ ン ズが

導入 した 「出来事」の 概念 は 、 こ うした個 々 の

特性 の 空 間的移動 に 対 して 、歴 史 に よ っ て 流 れ

続 ける文化現象 に焦点 をあて た ［SAHLINs　 l993

（1985）］。 また 言 う まで もな く、移動性 の 課題

は 最近 の グ ロ
ーバ リ ゼ ー

シ ョ ン 樹 究 に お い て

も、実 質的な核 とな っ て い る 。 これ に つ い て ア

ル ジ ュ ン ・ア パ デ ュ ラ イ は次 の よ うに述 べ る。

N 工工
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「移動 しなけれ ばな らない とい う現実や 、移動

へ の 欲求をか き立 て る 夢想 に 直面す る 個 人や 集

団が 増 える に した が い 、 い た る と こ ろ で 、あ

た か も横 糸 の よ うに ヒ トの 移 動 が入 り交 じ っ

て い る とは 言え るで あろ う」 匚AppADURAI　 1996

（2004）　： 70−71コ。

　 しか し、こ れ らの ア プ ロ
ー

チ の ほ とん どは 、

人 と い うエ ージ ェ ン トや 、文化、歴史、社会と

い っ た．一
つ の 側面 を強調 しす ぎる こ とで、「移

動性」 を問題 と して で は な く、 前提 と して とら

えて し まう傾 向が ある 。 こ れ に対 して本論文で

は 、移動性 を、ア プ リオ リな想定 と してで は な

く、 代謝 とい う観点か ら民族誌の 対象 として取

り上 げて み た い 。

　 そ こ で、移動 性 そ の もの の 問題 に取 り組 む

ア ク タ ーネ ッ トワ ークセ オ リーが示 唆的で あろ

う。 こ の 論者た ち は 、 人間 と非 人間の 関係性 を

存在論的な視点か ら見直す中で、「い か に して、

遠 くに ある事物 、 人 々
、 出来事 とな じみ に なる

の か」［LATouR 　 l987（1999）：203］とい う「翻訳」

の 問題性 に着 目した 。 こ うした見方で は、特 定

の 問題 の 所在を突き止め よ うとす る個々 人の 関

心 や 目的は 、 さ まざまな物質に 結 び つ け られ る

こ とで変化 して い くの で ある 。 例 えば、診察室

と検査 室の 間を行 き来す る超音波画像 は 、 患者

と多種多様な専門家 の そ れ ぞ れ に異な る 関心 を

結 び つ け、「病気の 身体 」 を 目に 見 える事実 と

して顕 在化 させ る 。 さ ら に、こ の 相 互 作用 は 、

それぞれ の 利害や知識 、 技術 を少 しずつ 変化 さ

せ て 、個々 人の 関心 を新 し い 問題 へ とず らして

い くの で あ る 。
つ ま り、 「翻 訳」 の 行為 は 、 意

味を伝 える とい う
一

般的な理解 とは異 な り、ひ

とつ の 問題 （場所）か ら別の 問題 （場所）へ の

移 動に光 を当 て る 。 移動 する こ とで は じめて 、

対象物を認識 し、何か に つ い て 知る こ とが で き

る と い うこ とが 肝要 な の で あ る
5〕

。 ネ ッ ト ワ ー

ク は 、 こ うして 知識 を動か す ため に 、 人．匚物 と

それ を稼働 させ る 人々 の 配置 を安定 的に 保 つ 空

間の こ とを意味する 。 そ して こ れ を可 能 にす る

の は地図や 数値 、測 定器な どの い わ ゆ る 「不変
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可動物」（immutab］e　mobile ）で ある
e ）

。

　 と こ ろ が近年の 研 究で は 、 安定せ ず、 流動 的

で 、変 わ りつ つ あ るか らこ そ移動可 能 なもの も

少 な くは な い こ とが ます ます重 視 され よ うに

な っ て きた ［MoL 　and 　1）E　LAET　 2000 ：THEvENoT

2002］。 こ うした 分析 にお い て は 、 人 工 物の 移

動が その作動に不可欠 な設計などの 要素を再配

置し、モ ノ の 性質を根本的に 変えて し まう、 と

い うこ とが主張 される 。 ネ ッ トワ
ー

ク の イ メ ー

ジ と違 っ て 、 こ の よ うな 「可変可動物」（mutable

mobile ）は 高 い 流動性 を特徴 として お り、モ ノ

の 移動 とそ れ ぞ れ の 部分 の 動 きが 互 い に影響 し

合 うこ とが 肝要 で あ る 。 こ うした流動性 は ポ

ス トア ク ターネ ッ トワ ーク セ オ リ ーの 主な課題

となる 。 た とえば、タ イの 農場で 使われて い る

日本製 の 農業機械 に つ い て 論 じる森田が指摘 す

る よ うに、 日本か ら輸入 さ れた 耕耘機が タ イ の

環境で も正 常に動 くた め に は 、 さまざま な工 夫

や ある程度の 柔軟性が求め られ る 。 日本の 耕耘

機は、部品が 簡単に交換で きた り、環境に合わ

せ て変形 した りで きる柔軟性があ る こ とに よっ

て 、タイ に移動 して も使用 で きる の で ある 。 そ

して 、 こ の 穏や か に形 を変 え る人 工 物 に よ っ

て 、機械そ の もの の 機構的動作の 問題 は 、 農

機 の 空 間 的移動 の 問題 へ と翻訳 され る ［森 田

2011］。

　 こ の ような機械 と空間 とい う異 な る種類 の移

動性 を通約可能にす る流動 的な相 互作用 の 発想

を真剣 に受け止め る ならば、生 きる身体 に まつ

わ る さま ざまな科学技術の 研究に新た な視点が

与 え られる と と もに 、 上 述 した生 の 「包摂1 と

「排 除」 の 相互 関係 の 分析 へ の 可 能性 も切 り開

か れ る と考 えられ る
7 ）

。 なぜ な ら 、 人間の 体は

代謝機能に よっ て常に動 い て い る もの で ある と

同時に 、 それ は 誕生 の 瞬間か ら臨終の 床 まで 医

療 など の 科学技術 の 空 間 を移動 する か らだ 。 も

しそ うで あ る と した ら 、 人 間の 身体 は ま さ に

「生 きる 可 変可動物」 （living　mutable 　mebile ） と

い える 。 胃頭で 述 べ たカ タリ
ー

ナ の 事例 を振 り

返 れ ば、彼女の 休内 を巡 る薬 の 化学反応 は、彼

N 工工
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女 を家族 か ら病 院、病 院か らシ ェ ル タ ー
へ 移転

させ 続け る社会的な存在 と密接に結 び つ い て い

る こ とが分 かる 。 す なわち薬が あふ れ て い る体

の な か で 、代謝の 経路 を辿 り、科 学技術 と社

会 、 外 と内、 また生 命 と生 活 が 互 い を包 含 し

あ っ て い くこ とで 、 生が動 き続 ける 。 その い ず

れ も、「生命」あ る い は 「生 活」 に は還元 で き

ない もの で あろ う。

3 　論点 と方法

　私が 本稿 で 追究す る の は、こ うした生命と生

活 と の 共生成 （ce −constitution ）で あ る 。 こ れ を

具体的 に示すた め に、こ こ で は、身体を取 り巻

く実践が 「入間j と 「非人 間」 の 相互包含的 な

関係 に ある とい う観点か ら、身体へ の テ ク ノ

ソ ーシ ャ ル な介入、 また それ に 伴 う生 の 蒔配置

に つ い て考えて み た い 。

　 こ の 10年 間 、 糖尿病 は 臨床 や研究 の 現場 を超

えて 、「メ タ ボ リ ッ ク シ ン ドロ
ーム 」 と い う重

大な政治的懸念 を引 き起 こ した 。 そ こ で は さま

ざまな集合的 ア イデ ン テ ィ テ ィ が前景に出て き

て い る 。 例 えば 、 なぜ 「女性」よ り 「男性」の

方が 合 併症 の リ ス ク が 高い の か 。 なぜ 「日本

人」は 「西欧人」 とい う人口 集団 よ り糖尿病 に

な りや す い 傾 向 に ある の か
S 〕

。 本稿 で取 り上げ

る ハ イブ リ ッ ドは、糖尿病の 事例 へ の こ うした

問い に よ っ て 突 き動か され る こ とで 、二 つ の 道

筋を辿る。まず次の 第 H 章で は、糖尿 病 とい う

病 い が常 に動 的な性格 を帯 び 、 中年男性の 生活

世界 と甑糖の 検査値 とい う
一

見異次元 の よ うに

み える現実 を媒介 して い る こ とを示す疫学の 二

つ の 事例 を扱 う。 こ の 媒介で重要な役割を果た

す の は、身体 の 変動 を表す数値が 新 しい 社会関

係の 契機 とな る よ うな 「生 活 習慣」 の こ と で あ

る 。 第 IH章で は 、 サ ラ リ
ーマ ン の 「生活」 の 一

部 とな る 「生活習慣病」が 、 遺伝学 の 現場で は、

生その もの を意味す る倹 約遺伝子 の 関与 を通 じ

て 、口本入の 集合的な主体 と薬品開発 の 対象 の

間 を行 き来す る とい う動 きを追 う。 最後 に第W

章で は、こ の 生活習慣 と遺伝子 とい う二 っ の ハ

イブ リ ッ ドに着 目す る こ とか ら、生命 と生活の

共生成を伴 う 「生 きる可変可動物」 の 例 を挙げ

て い くこ とで 、人 間 と科学の 複雑で動 的な相互

干渉 を分析す る 人類学の 可能性 を考 える 。

　 こ うしたつ ね に変動 しなが ら現場や分 野の 問

を移動す る糖尿病 を描 き出すに は 、 民族誌 とい

う方 法 の 限 界を再 考する 必 要が あ る。文化人

類学 に馴染みの ある全体論的ア プロ ーチで はな

く、動 く対象を 、 ス ナ ッ プ シ ョ ッ トの よ うに記

述する こ とで 、 その 動的な振 る 舞い を明示 して

み る 。 すなわち 、 ひ とつ の事例 を詳述する代わ

りに 、 糖尿病 を動かす 「生 きる可変可動物」の

四 つ の エ ピ ソ
ー ドを通 じて議論 を展 開 して い く

の で ある 。

　 本論文の もとにな る フ ィ
ール ドワ

ー
ク は 、 さ

ま ざまな手法を組み 合わ せ た多角的なア プ ロ ー

チ を採 用 した もの で あ る 。 そ こ に は 病 院 と研

究所な ど、2002年か ら2007年ま で の 5 年問に わ

た っ て 行 わ れた 参与観 察 や 、 そ こ で 出会 っ た

人 々 との 糖尿病を生 きる、な い しは それ を研究

するこ とに つ い て の イ ン タビ ュ
ーなどが含 まれ

る 。 とは い え私が こ こ で 目指 して い る の は 、 必

ずし もこ う した特定 の 場 を詳細 に記述する こ と

で はな く、 当事者の 経験 を読み取 る こ とで もな

い 。 そ うで はな く、それ らを Tilい に畳み 込む代

謝の 動きを通 して生 成 され つ つ ある、私た ちの

「生」 の よ り複合 的 な 叮能性 を確認 した上で 、

安定せ ずに動 き続 ける対象に 、静止画 を得意 と

して きた人類 学が ど の よ うに取 り組 めるの か を

検討 した い 。

1　 生活 習慣

1　 サラ リー
マ ン の 生 き方

　まず は 、 疫学の 現場 を見て み よ う。 日常生活

の 平凡な行動 を科学的知 識 として 蓄積 し て い く

臨床試験 にお い て は、糖 尿病の 合併症 の 進展 に

み られ る群 間差が 統計的 に解析 され る 。 神経疾

患や 腎臓病 な ど の さ ま ざ まな 症 状 を、「家族」、

「国民 」、 「人 口」 な どの 集 団の 特性値 と して算
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出する の が、こ の 種の 研究の 主な 目的 で あ る 。

そ こ で は 、 食事療法や 自己注射 な ど の 幅広 い

介入の 対 象に なる患者 の デ
ー

タ をい かに比 較可

能に し 、 目常生活の 多様性 を ど う扱 うの か が最

大 の 課題 に なる 。 こ うして 食 生活 か ら仕事や子

育て まで 、高 1i1糖値を引き起 こすあ らゆ る生活

習慣 は 、 糖尿病の 科学 的知識の 対象 とな っ て い

る。人類学者は生活習慣の 社 会文化的 な要素に

焦 点を合 わせ るの が
一

般的 であ ろ うが 、 こ こ で

私は生活習慣 と科学実践の 問の 動的な 関係を明

らかに す る た め に 、 本論文 の ひ とつ の フ ィ
ール

ドワ
ー

クが 行わ れ た鈴蘭病院に お ける 臨床研究

活動 につ い て取 り上 げ るこ とに する
9 ）

。

　鈴蘭病院 は、札 幌 の 市街 地に位 置 して い る五

階建て の 糖 尿病 セ ン ターで あ る 。 と りわ け治療

の た め の 施設で ある こ の 病院は、生活指導か ら

最新技術の 活用 まで 、 代謝の さまざまな異常 を

一
貫 して扱 う専門施設 として 知 られ て お り、北

海道 中か ら患者が集 まる 。 こ う した好 評 を踏 ま

え、 筆者 が フ ィ
ール ドワ

ー
ク を開始 す る数 年

前か ら、 こ の 病院は糖尿病の研 究活動に も積極

的に取 り組 む よ うに な り、 同時に複数の 疫学調

査 を断続的に行 っ て い た。「研究活動は専門病

院 と して 生 き残 るために もっ とも効果 的な武器

だ 」と経営 者で ある 院長が初 めて会 っ た と きに

語 っ て くれた 。 彼 が 目の 前 の パ ソ コ ン で 数百 の

症例 を収集 して い る 治験 デ ータ ベ ー
ス を開 く

と、 そ こ に は 2 人の 治験 コ ー
デ ィ ネー

タ
ー

が 管

理する い くつ か の 臨床研究の 対象とな っ て い る

患者 たちの 世帯構成や エ ネル ギー摂取量 に加 え

て 、診察 の 際 に得 られ た 臨床情報や 主治医 の き

め細 か な コ メ ン トが 記載 され て い た 。

　
一般的に、統計学者が 臨床試験 を設計す る際

には 、 その 結果 を広 く応用 で きる よ うにす る た

め に、多様な被験者を集める こ とが求め られ て

い る 。 だ が 、千差万 別で あ る患者 をデザ イ ン 通

りに試験 に 組み 入れ る こ とは容易で は ない 。研

究者 の 仮説か ら患者 が 生 きる 日常 ま で の 道の り

に は 、 こ うした要 因が絡み 合 っ て お り、 多 くの

困難 を伴 う。 こ れ を円滑 に 実施 させ る の は治験
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コ ー
デ ィ ネーターの 主な仕事 の ひ とつ で あ る 。

鈴蘭病院の コ ーデ ィ ネータ ーに よれ ば、糖尿病

を治療す る こ とそ れ自体が予防で ある とい う考

え方が もはや 常識 とな っ て い る の で、生活習慣

の 影響を分析す る、い わ ゆ る長期に わ た る 臨床

試験 は 、合併症 を防 ぐ治療方針 を立て るに は極

め て 重 要な知識 源 にな る とい う。 しか し、 「残

念 なが ら、新 薬へ の 期待 もな く、厳 しい 自己管

理 を要 求 して い る疫 学調 査は 、 患 者 に と っ て

ほ とん ど メ リ ッ トが な い で し ょ う
……そ して 、

せ っ か く入 っ て もら っ た の に 、 途 中で 止 め た

り、脱 落 して しま う人 も少 な くな い こ とか ら、

結局使 える デ
ータは薄 くなるばか りで す 。 特 に

女性 の 方 で すね 。 （なぜ な ら）彼女 らは家事 と

か あ りまして 、 ど うして も続け られない こ とに

なっ て し まう」 と彼女は毎 日 の よ うに悩ん で い

た 。

　 そ こ で注 目される の が 、 患者 の 生活様式 と糖

尿病 につ い て の 知識 を関係づ け る臨床試験 の 実

際の 手続 きで あ る 。 鈴 蘭病 院で は、被験者 を確

保する ひ とつ の 代替手段 として 、 健康診断を受

ける人か ら、 臨床 試験 へ の 被験 者を募集す る と

い う戦略が あ っ た。ある朝看護師が 、 診察 を終

えた直後の 山山 さん に 、 血糖値 の 自己測定 に関

す る調査につ い て 説 明を行 っ て い た 。 山田さん

は 、 40代位 の 少 しはげか か っ た男性で 、 2 年程

前に転勤が 決ま っ て か ら、東京の 家族 と別れ て

一・一一人で暮 らして い た 。 今回は 、 会社 で実施 され

た健康診断の 結果に異常が あ っ たた め、受診に

来た 。 とは い え 、 数値 は それほ ど悪 くない と看

護師 に言わ れ て 、ひ とまず安心 した 。 そ して次

の 瞬間に は、「予備 軍 」と い う病 気 に な る手前

の 人 たち を対 象 とす る調査 を紹 介 され た 。 「こ

の 自己測定器 とい う器具 を使 っ て 、 毎日ご 自宅

で 血糖値 を測 るだけで すが、こ れで 自分の 血糖

値 の 変 動 が少 しわか る よ うに な る し 、
コ ン ト

ロ
ー

ル の 第一歩 とな ります」と看護 師に 言われ、

山 田 さん は手 に入 れ た小型 の 器具 とセ ン サ
ーを

眺め なが ら、「タ バ コ は大 丈夫で し ょ うか 。 実

は
一 H ．一・

箱 吸 い ますが 」 と問 い か けた 。 山 田 さ
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ん は 、試験期間中 の 禁酒禁煙が不可 欠 とな る こ

と に思 い をめ ぐらし、 戸 惑 い を隠せ なか っ た 。

しか もそ れ だけで な く、カ U リ
ー

制限の チ ェ ッ

ク項 目 もつ けなければ ならない 。 試験 に参加 す

る と、病気 の 客観 的 な指標が 得 られ る と とも

に 、 その 病気の 原因 とされ て い る さまざ まな習

慣 の 改善に む けて 、血 糖の 動 きを認識する こ と

が求め られ る 。 こ の 要求 は、
一

方で は検査器 を

用 い た 自己の ケ ア の欲望 を うなが し、他方で は

臨床研 究の 実現性 を高 め る ため の 科学実践一

例 えば健康診断
一

の 対象 となる よ う命 じる。

つ ま り、 こ こ で は身体 （ある い は代 謝）は 、 「社

会的なる もの 」 と 「科学的なる もの 」を関係づ

ける役割 を担 う。

　毎年
一

回定期健康診断を受けなけれ ばな らな

い 正社員 は 、 臨床試験 を中断す る こ とは現実 的

に難 し い 。 したが っ て 中年男性は 、糖尿病治療

の エ ビデ ン ス が蓄積 される 現場 で 、 その 過程 を

身をもっ て推 し進め る、 とい うこ とにな る 。 こ

うした 鈴蘭病院 にお けるあ くまで もその 場 か ぎ

りの 戦略は、時に は 試験の デザ イ ン に折 り込 ま

れて お り、 健康 診断 と臨床 試験の 現場 を結 び つ

ける 「サ ラ リ
ー

マ ン の 生活習慣」 とい うハ イブ

リ ッ ドが形 をな して ゆ く
1°）

。 す なわ ち 、 働 き盛

りの 社員 の 日ご ろ の 生 き方は、臨床試験 の 現場

で 、 高血糖を引 き起 こす 「生 活習慣」 と い う糖

尿病の事実 へ と翻訳 され る ときに 、 中年男性は

科学 的根拠 に基づ い た公衆衛生 の 標 的 となる の

で ある 。

　 こ うした 「生活習慣」と い う概念の 拡大 は、

ある種の 社会モ デ ル に お い て 、 医療化 の
一

つ の

帰結 を示 すもの で あ る とされ る 。 た とえば 「過

労死 」の 歴 史的な構成 を論 じる西本郁子 に よれ

ば、公 衆衛 生 の 言説 を裏付 け る 個 人 中心 的 な

発想 は、社会的 に形成され る生 活の 根拠 を自己

管理 の 問題 へ と置 き換える と い う。 「曰 く、 生

活が 不規則 、 運動不足 、 喫煙 、 飲酒、食事が 問

題一 塩が多 い 、 糖分の と りす ぎだ、 コ レ ス テ

ロ ール が過剰 ぎみ、夕食 の 時 間が 遅す ぎる、な

ど。 こ れ ら の 病 に 冒 さ れ る の は 、 帰す る とこ

ろ 、 個 入の 生 活上 の 管理の 問題で ある 、 と 。 だ

が、ひ と口 に 『生活習慣』 とはい うもの の 、残

業で食事を とる時間がずれ 込んだ り外食に頼 り

が ちに な っ た り、 ある い は接待 な ど仕事上の 付

き合 い で の 飲酒 を考えれ ば 、実際に は 『生活』

は仕事 か ら切 り離 せ な い 」［西本 2004 ：263］。

こ こで 言う 「生活」は 、 医療 言説 に先立 つ それ

を示す社会的な もの に他 な らな い 。 労働 と い う

生 活実践 が 社会問題 とな る の は 、 「生 活習 慣」

と医学 を関連付 ける科学 的根拠 の 追求 の ひ とつ

の 効果 ともい える。こ の よ うに見れ ば、生活 と

仕事 を結 び つ ける の は 、 糖 分や コ レ ス テ ロ ール

が 指す 「サラ リーマ ン 」の 代謝そ の もの で ある 。

　 さて 、 彼の 生 き方 は い か に し て病気 の エ ビデ

ン ス を生み 出す 「生」の 条件に な り得 るか を考

える ため 、 次 に鈴蘭病 院で 実施 され たあ る疫学

調査 の 事例 を通 じて 、「生活盟 慣」は HbAlc の

検査値
m

に翻訳 される とい う過程 に焦点 を移そ

う。

2　 HbAlc を比べ る とき

　2001年 か ら継 続 的 に 行 わ れ て き た JDDM

（∫apan 　Diabetes　Clinical　Data　Management ）　 は、

鈴蘭病 院 を含む多施設 共同調査 に よ り、 日本 に

お ける糖尿病治療の 現状 を調べ る比較概究で あ

る
⊥2｝
。CoDiC （CQmputerized　Diabetes　Care）　と

い う糖 尿病 デ
ー

タ管理 ソ フ トウ ェ ア を導入 した

80件 以上 の 医療機 関か ら 、 グ リコ ヘ モ グ ロ ビ ン

の 一種 で あ る HbAlc と い う検査値 に加 えて 合

併症 の 進行な ど の 臨床情報が提供され 、糖尿病

患者 の 大規模なデ ータ ベ ース に よ る分析が行わ

れ て い る
13）

。 こ の よ うに して収集 され分析 され

た デ
ー

タは 、研究会活動を通 して議論され 、 ま

たそ の 結果が学術誌な ど で 発表 され て お り、糖

尿病治療 の 判断基準 へ の 探求 を促す 。 さ らに糖

尿病市場の 主役 で ある ノ ボ ノ ル デ イ ス ク フ ァ
ー

マ 杜が 企画 した r糖 尿病 バ ロ メ ー タ ー」 と い

うプ ロ ジ ェ ク トで は 、以上 の デ
ー

タベ ー
ス の 解

析 を もとに糖尿 病治療 の 現状が 、国際比 較を と

お して 把握 され る e そ こ で は HbAlc の 数値が

N 工工
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生活の 改善を は か る 主要指標 と して 用 い られ 、

「生活習慣」の 観念 をず らして い く。

　 ヘ モ グ ロ ビ ン Alc の 測 定 は 、 上 に 述 べ た鈴

蘭病院で行わ れ て い る健康診断で も極め て重要

な検査 と されて お り、 また 血 糖 コ ン トロ ール の

善し悪 し を判断する指標 として、予 防医学の 分

野 で は ます ます 重要視 され て い る 。 赤血 球中

の タ ン パ ク質の
・．
種 で ある ヘ モ グ ロ ビ ン は、酸

素 と結合 し全 身の 細 胞 に 酸 素 を運ぶ 働 きを し

て い る 。 血 糖値が 高 い と、血 液中 の ブ ドウ糖

が ヘ モ グ ロ ビ ン に 結合 し、 グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ

ン （HbAlc ）にか わ る 。 こ こ で重要なの は 、こ

うし て 血 糖の 移動の 中で あ ら わ に な る 「生活習

慣」の 効果 で あ る。HbA ！c は 従来の 診 断法 か

らの 著 しい 脱却 を示 して い る手法で あ る 。 なぜ

な ら血糖値 とい う瞬 間的な数値 とは違 っ て、こ

の 検査 で は患者 の 日々 の 生 活 に埋 め込 まれ て 変

動す る血糖 の 具合が 分 か る よ うに なるか らで あ

る 。 口常の 流 れ か ら切 り離 さ れ た瞬間 を示す血

糖値 は、局所 的で しか も一時 的な もので ある た

め 、 臨床以外で は意 味をな さない 。 こ れ とは対

照的 に、グ リ コ ヘ モ グ ロ ビ ン は代謝の 長期変化

を映 し出す こ とで 、 臨床 を超えて 、 人凵 や病状

な どの 比較 を可能 にする 。 別の 言 い 方をす る な

ら 、 赤血 球に くっ つ い た糖は 、複数の 生化学 的

反応 を起 こ す だけ で な く、体内 を移動す る こ と

で 、 患者の 何気ない H常の 出来事と体の 老化の

プ ロ セ ス を混 じ り合わ せ 、 「生活習慣」 の 影響

を身に染み て 認識 させ る の で ある
14’1・

。 こ うした

個 々 が 生 きる体内時計 は、疫学研究 を通 じて、

民族の 比較を促す装置 とし て 現れ る 。

　 さ て 、JDDM の 事 例 に 戻 ろ う 。 2007年 の 調

査 に参加 した 60施設 、 4 万 144人 の 患者 を もと

に し た HbAlc の 平均値 は 、 688 ％ だ っ た 。 こ

れ は前年の 6．99％ よ りは 良い もの の 、 凵本糖尿

病学 会 の ガ イ ド ラ イ ン の 目標 値 で あ る6．5％ を

大 き く上 呵 っ て い る こ とが 分 か る 。

一
方、「ア

ジ ア 諸国」 の 8．5％ や 米国の 7．9％ 、
ベ ル ギ ーの

8．1％ に 並 べ る と 、 こ の 数値 は 日本 に お け る 糖

尿病治療方針の 優 位性の エ ビデ ン ス に もな る こ
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とが広 く認識 され る よ うに な っ て い る 。そ の 結

果、糖尿病の 蔓延 に直面 し始め るア ジア の 国々

で は 、 日本の 公衆衛生 の 宥 利性 が評価 され て い

る 。 こ うした 予防的 な発想 を拡張 し、老化の 問

題 を代 謝機能 と い う形で 比 較す る試み の 巾に、

疫学 の過渡期 も位置づ ける こ とが で きる 。

　例えば、糖尿病の 授業で 入院患者た ちを指導

する 医師が、 自覚症状が ま っ た くな い 病人 らに

対 して 、 高血糖 に伴 う合併症 に つ い て こ う説明

した 。 「正常値は 5．8％ 、糖尿病患者 の 目標値は

6．5％ と されて い ます 。 8 ％ を超 え る と 、 合 併

症 の リス クが高 まる か ら、こ れ を 目処 に して く

だ さ い 」。 糖尿病 の 恐 ろ しい 影響 をつ か む に は 、

や は り数字は最 も強力な手掛か りになる。だが

どん なに重要 だ と して も 、 数字 は 「独 りで 」行

為する もの で は ない 。 あ くまで も身体 と相互 に

作用 す る の で あ る 。 医 師 は こ う続 けた 。 「ア メ

リ カ で 行わ れ た 調査研究で は、HbAlc が 10％

か ら 9 ％ ま で 下が る と、合併症 の 一つ で あ る 網

膜症が悪 くなる リ ス クが40％ 以上減る と報告 さ

れて い ます （略）HbAlc　1 ％の 違 い が合 併症の

進行 を大 き く左 右す るか らで す ね」。
つ ま りこ

の 数字は 、 他者の 糖 尿病患者 の そ れ と比較 され

る とき、血糖値の 医学的次元 に老化の 時間次元

を加 え る こ と で 、 生 の 新た な領域 を切 り開 くと

い える 。 さらに近年の 血糖 コ ン トロ
ール 指標に

用 い ら れ る こ と で 、 HbAlc 値 は個 人 の 治療 方

針の 目的や 国 の 医療政策 を導 く主な要素 の ひ と

つ にな っ た こ とが 、 標準化の プ ロ セ ス と して解

釈 で きる ［1｝ilil　 2005］。

　 しか し、鈴蘭病院の ある患者の 話か らわ か る

よ うに、こ うした比 較 は必ず し も疫学に限 る も

の で は ない 。 彼女 の ア メ リカ 人の 知 り合い が 、

主 治医か ら こ う言わ れ た そ うだ 。 も し彼 が 、 毎

日の ア イス ク リーム を どうして もやめ られ なけ

れ ば、代 わ りに パ ン な ど の 炭水化物 の 消費を減

らす よ うに努力 し て み れ ば と の こ と 。 も しそ の

目の 血 糖値が高 くなけれ ば 、 その ままで 結構 だ

と 。 こ れ を 聞 い た と き、彼女 は 意外 に 思 っ た 。

「そ ん な助言 を信 じる よ りも、

一
度 ヘ モ グロ ビ
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ン （Alc ）を測 っ た ら、 と彼 に言 っ た が 、 ど う

に もな らな い よ うだ っ た 。 『今は とて も元気だ

か ら 、 余計 な心配は しな くて い い 』 っ て 。 ど う

考えて も、ア メ リカ入が お か しい
……

よ く脚 を

切 断 され る の が わか る で し ょ う」 と病 室の ベ ッ

ドの 上 で 患者が 自分の シ ョ ッ ク を振 り返 っ て

語 っ た 。

　 こ うして、生活習慣は HbAlc の 値 を通 じて

可動 的な もの に なる とき、 数値 と経験が さま ざ

まな比較の 中で 互 い に影響 し合 う。あえて極言

すれ ば、HbAlc は 、 病状 を指す だけで はな く、

その 動 的 な性格の おか げで 、 老化 の 経験 をそれ

ぞれの 患者の 代謝作 用 に刻 み 込ん で い くの で あ

る 。

　 こ れ ら異 質な もの の 比較 は 、 「生 」の 特性 を

考える上 で も示唆的で あろ う。 しか し、こ こ で

疫学 の 事実 と患者 の 物語 にお ける比較 を 、 それ

らが 対照 的で ある こ とを意図 して並 べ て みせ た

わけで はな い 。 む しろ それ らが密接な関係 に あ

る こ とを強調 したい 。 すなわちそれ ぞ れ別 々 の

道筋 を辿 っ て い る に もかかわ らず 、 疫学 が明示

的に比べ る こ とを、鈴蘭病院の 患者は 暗示的に

比べ る 。 糖 尿病 を生 きる こ とは 、 例 えばアイス

ク リーム を 食べ 続 け る ア メ リ カ人 に 対 する 日

本人の 食生活 で あ り、 また は血 糖値 を長期 に わ

た っ て上 げ続けて しま う 「ア ジア 人」の 「日本

人」 とは違 う兆 き方で あ る 。 代謝 の 進行 につ れ

て、糖尿病 を生 きる 身体が比較 の 対象 となる の

で ある 。 こ う した 生活習慣 の 差 異は代 謝の 動 的

性格に よ っ て 再形 成 され て い く。

　 環境政 治の さ ま ざま な現場に お ける 翻訳の 意

義 を考慮 する 入類 学者の テ ィ モ シ ー ・
チ ョ イに

よ れ ば 、科学知の 分節化 （articulation ）は 、例

え ば環境や 生物の 多様性 を もた らす と同時に、

も し くは そ の た め に こ そ 、異・な る も の の 間 に

相似 を見い だ し、普遍と特殊と の 関係 を再構成

す る ［CHOY 　 2005］。 果 た して 糖 尿 病研 究 に お

い て こ れ と同 じ よ うなこ とが 言 える の で あ ろ う

か 。 本章で 見 て きたように 、 疫学の 対象と して

出現 す る 生 活習慣 は 、生 き方の 多様性 に光をあ

て る こ とで 、 日本人 と欧米人の 相 似関係 を浮 き

彫 りに する 。 人 々 と数値 との関わ りは生活習慣

の 科学 的検証 を得 て 具体化 し、 その 集合性 が代

謝 の 過程に お い て可能 となる の で ある 。 とは い

え 、 こ うした事実 と経験 の 相互 性 に隠喩以上 の

意味 を認め る こ とは、「仕事中毒 の 口本人」 と

「甘い 物好 きの ア メ リカ人」 と の ス テ レオ タ イ

プの 対立 に立ち戻 る こ とで は な い 。

　 こ こ で 記述 を止め て しまえば 、 生命 と生活 を

糖尿病 とい う連続体の 二 つ の 極 と して描 く単純

な発想 に留 ま っ て しまうで あろ う 。 しか し次章

で見る よ うに 、
こ うした生命 と生活を単線的に

捉 えよ うとす る誘惑 は、分子生物学者の 仕事に

よ っ て 断ち切 られる こ とに なる 。 彼 らは生活習

慣 とはまた 別の 次元 に代謝 を配置す る ［LATOUR

2005 ：184−5コ。遺伝子研 究の 実験 的設定の なか

か らみ えて くる の は 、 多 くの 日本 人の 生 きられ

た経験 と して の 糖尿病の リス ク と、ア デ ィ ポ ネ

ク チ ン と い うホ ル モ ン に つ い て の グ ロ ーバ ル な

知識の 共生成で ある 。
こ の 点を考 える ため に 、

次章 で は糖尿病 の 遺伝要 因を特 定 しよ うとする

試み か ら生 じる ハ イブ リ ッ ドな配置を見て い こ

う。

皿　倹約遺伝子

1　 生活 と生物 の 相互包含関係

　国民の 健康 を守る こ とが前提 とな っ て い る公

衆衛 生の 文脈 で は 、 「なぜ 日本 人が糖尿病 にな

りや すい の か 」 とい う疑問が わ い て くる と き、

た とえば仕事中毒 の サ ラ リーマ ン の 生 活習慣 が

ひ とつ の 説明 として浮か び上が る 。 ただ し、こ

れ は単なる （い わ ば純粋な）医療言説で は ない

こ とを こ こで 強調 して お きた い
。 それ は 医療言

説 と い うよ りは む しろ 文化的 ある い は民族 的な

違 い を表 し て お り、 科学の さまざまな事実 を互

い に畳 み 込む こ と で 、 われわれ の 生が もつ 固 有

の 特性 と して分節化 さ れ る 。 した が っ て 、こ れ

らの 事実は、分節化 され た文脈の 中に位置づ け

られ て お り、翻訳 と比較の さまざまな行為や技
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術に よ っ て達成 され る こ とに なる 。

　 さて、糖尿病の 身体 を構 成 して い るさまざま

な事実 に お い て 、私の 議論の 鍵 は、生 をめ ぐる

二 通 りの 理 解 を互 い に 深 め て い くと い う点 で

あ る 。 前章で論 じて きた生活習慣 と、こ こ で 取

り上げ る遺伝子 は 、 相 互に構成 し合 うだ けで な

く、生 の 多様性 を通 じて、疫学 と遺伝学 の 対象

を互 い に含み込ん で い くの で ある 。 例 えば 、 日

本の 患者を対象に した 臨床試 験の 妥当性 に つ い

て の 次の 説明 を見て み よ う。

「DCCT ［Diabetes　Control　and 　Complications

Trial］ は 口本 に は少 な い 1 型 糖 尿病 の み を

対 象 に した もの で あ り、 また UKPDS 匚UK

Prospective　Diabetes　Study］ で は 、 介入群 、 非

介入群 と もに 体重 の 増加、血糖 コ ン トロ
ー

ル

の 長期 的悪化が み られ 、 介人手段 と して イ ン

ス リ ン や 薬物 を用 い る こ との 問題点 も明 らか

に な っ た 。 い ず れ にせ よ 、 遺伝 的背景や ラ イ

フ ス タイ ル が 欧米人 とは大 きく異なる、 口本

人糖尿病患者 の 診療 方針 や保 健施策決定に 当

た っ て 、こ の ような欧米人対象の 研究か ら得

られたエ ビデ ン ス を 、 その まま適用 で きるか

と い う疑 問 は以 前か ら呈 され て い る」匚山田

等 2004 ：3 ］。

こ の 試験 の設計者たちは、生活習慣へ の 介入の

有効性 を示すた め に 、日本 と海外の 違 い を基 に

して研 究 を進めて い る 。 興味深 い こ とに 、 そ こ

で 、 口本入 と欧米人の 糖尿病を異 な る もの とす

る主張 に、遺伝 的な違 い が影響 を及ぼす 。 こ の

よ うな推論もまた 、疫学の 基本的な考え方に は

直接関係 ない が 、 生の 相似 を通 じて 、 糖 尿病 の

多様な表れ方を示すこ とに なる。

　二 つ 目の 事例 で は 、 こ うした遺伝 的な要素が

研究者 た ち の 関心 を引 き付 けて い る こ と に 焦点

をあ て る。そ こ で は 「生活」 で は な く、「生命

過程1に従う差異化へ の 理解 が 求め られ て い る 。

体脂肪 の 蓄積 は、糖代謝に 大 きな影響 を与える

ため 、 糖尿病 など の 生活習慣病 の 治療 ターゲ ッ
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トとして注 目されて い る 。 そ して以下 に簡単 に

紹介す る笠原研 究 グ ル ープ は 、 脂 質代 謝機構 の

鍵 として 考え られ．て きたア デ ィ ポ ネク チ ン とい

うホ ル モ ン の 分泌 を促 す作用 の 遣伝的機構 を

解 明 し、個々 の 異 なるゲ ノ ム を標 的に す るオー

ダーメ イ ド創薬へ の 期待 をか き立 て て い る 。

　 こ の 研 究 に刺激を与 えた の は い わゆ る倹約遺

伝子 の 仮説で ある 。 倹約遺伝子説 とは 、 食物の

供 給が 不安定 な厳 しい 自然環 境 の 中で 、 狩 猟

や採集で 食物を得る とい う生活 をし て い た とき

に 、 余剰 エ ネル ギーを効率 よ く蓄 えて 、生存す

る 可能性 を最 大にする働 きをもつ 遺伝子 の
…
群

が存在 す る と い う説で ある ［NEEL 　 1962P 。 し

か し、 こ の よ うな代謝様式で は 、 食物が十分 に

摂取され れ ば、当然なが ら肥満が お こ りや す く

なる 。 生活様式の 変化が急激な集団で 2 型糖尿

病が 日立 つ こ とは 、 代謝調節が そ れ に追 い つ い

て い けな い 結果 と解釈され る こ とが
一

般的で あ

る 。

　 この 話が 、 生 命倫理学者た ちに よ っ て 遺伝子

決 定論の 代表例 として批判 され る の は、驚 くべ

きこ とで は な い 。 もっ とも、 次の 討論か ら も分

か る よ うに 、 遺伝子説 に対する ス タ ン ス は 医学

者の なかで も共通 して い る とは け っ して い えな

い 。 こ うしたゲ ノ ム 熱狂 と遺伝子決 定論批判 の

間の 緊張関係 に よ っ て 、倹約遺伝 子 の 概 念 は 、

生活 と生命の 間の科学技術的な つ なが りを維持

する。 した が っ て 、倹約遺伝子 説が 日本の 糖尿

病研究 に及ぼす イン パ ク トは 、 遺伝 形質 と生活

習慣が 互 い の 多様性 を遂行す る と い う現場 に 目

を向けさせ る 。

　 こ こ で取 り上 げる討論の 舞台は、ゲ ノ ム に対

する熱扞 の ピー
ク だ っ た2001年の 秋 に札幌の プ

リ ン ス ホ テ ル で 開催 された、目本医学会 の 「医

とゲ ノ ム 」 と題 したシ ン ポジ ウ ム で ある 。 そ の

囗 、 数 年前 に発 見 さ れた ア デ ィ ポ ネ ク チ ン と

い うホ ル モ ン が 、多 くの 参加者 の 関心 を惹 い て

い た 。 以 下 に よ り詳 し く紹介す る笠 原卓也 の 話

は、 こ の ホ ル モ ン が もた らすオ
ー

ダ
ー

メ イ ド治

療 へ の 期待 に つ い て の もの で あ っ た 。 彼 の チ
ー
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ム は、人類の 長 い 歴 史の 中で飢餓の 時代に生 き

残 るために有利 で あ っ た エ ネル ギー蓄積に 関与

し うる遺伝子 の 多型 を検討 した と こ ろ 、その 多

くが ア デ ィ ポ ネク チ ン に 関連 する こ とを明 らか

に した 。 つ ま リア デ ィ ポ ネ ク チ ン は飢餓に備 え

る 倹約遺伝子 と して の 機能を持 っ て い る こ とが

示 され た。そ して 、最後に、こ うした遺伝子の

多型 は 日本人 に極めて多い こ とか ら 、 日本 人 に

よ りふ さわ しい 治療薬の 可能性 をもた らす倹約

遺伝 子へ の ビ ジ ョ ン を笠原教 授は描 い た 。

　 しか し発表が 終わ っ た あ と、あ る大学の 名誉

教授が 、 笠原氏 に次の よ うな懐疑的 な質問を寄

せ た。

Q 二倹約遺伝子 と聞 くと何 とな くわ び しい 気

　がす るの で すが 、 白人 と東洋人 と で イ ン ス

　リ ン の 分泌が 違 うの は 白人の 場合 はず っ と

　肉食 を して きた か らイ ン ス リ ン が 高い の だ

　と思 うの ですが。農耕民族 の 方が 食事が狩

　猟 民 族 よ りも確 実 に確 保 され るか ら倹 約

　と い うこ とで はな くて 、 脂肪 を と っ て きた

　か ら違 うの で は ない か 。 私 も倹約 遺伝子 と

　思 っ て い た の で すが 、 よ く考えて み る と農

　耕の 方が 食料 の 確保が確実で はな い の で す

　か 、狩猟の 方が不確 実で はない か 。 だか ら

　今 まで の 食習慣の 違い が イ ン ス リン分泌の

　違 い と して 表れたの で は ない か 。

A ： 先生の お っ し ゃ る通 りで、イ ン ス リ ン分

　泌 の 違 い は食習慣 の 違 い に よる もの だ と思

　い ます。ただ し、それは恐 らく数千年間 の

　話 で は ない か と思 っ て い ます 。

一
方、 人類

　が 誕生 して 20万年 とい う歴 史の 中で、何回

　 か 氷河期 が あ り、人類 は 絶滅 の 危 機に 瀕 し

　 ま した 。 そ うい う時期に は 、わずか な 食料

　 を どれ だけ脂 肪 と して 蓄積で きるか 、とい

　 う意味で の エ ネル ギ ー効率が良好 な倹 約遺

　伝 子 を持 っ て い る 入が生存 に 有利 だ っ た と

　 考 え られます 。

以上の 議論 にお い て 、 生 活 と生 命の 相 互 包含関

係が あらわ に な る。西洋人 と異 な る代謝 メ カ ニ

ズ ム を担 っ て い る 現代 日本 人 の 体質は 、 古代

日本人の 生 存を可能に した倹約 遺伝子 に左右 さ

れ て い る と い うの で あ る 。 しか しそ れ は現在

で は、（欧米化 され た ）高 カ ロ リ
ー

の 食生 活 に

よ っ て む しろ 肥満を引 き起 こ し、 年をと る に つ

れ て糖尿病の発生率を高め る原 因とみ な され て

い る 。 そ して こ の と き、 食 べ る と い う 目常の 行

為 を通 じて 、老 い の リ ス クが 身に つ け られ て い

く。 壽い 換 えれば 、 人間の 生 存 を （食）生活の

違 い と して位 置づ ける倹約遺伝子の 効果に よ っ

て 、現代入の 生 き方は 、 生存 リ ス ク の 差異へ と

書 き換え られ る 。 笠原教授 に よれば、 こ うした

相互 関係の 鍵と なる の が 、 「ア デ ィポ ネクチ ン」

とい う生理 活性 タ ン パ ク質を設計する遺伝子群

なの で あ る 。

2　再 び、 日本人 の生

　ア デ ィ ポ ネクチ ン は 1996年に大阪大学の 研 究

グ ル ープ に よ り発見 され た物 質で ある 。 そ の

後、正 常脂肪細胞か ら分泌 さ れ る こ の 蛋 白質

が 、 筋肉や肝臓 に働 き血 糖値を下 げる な ど 、 2

型糖尿病 の 進展を防 ぐ重要な代謝 的役割を担 う

こ とが分か っ て きた 。 また 2003年以 降、ア デ ィ

ポ ネクチ ン の 補 充療法 が糖尿病 の 有効 な治療 手

段 に な り得る可能性が強 く示 唆され て お り、 製

薬業界の 注 目を
一

身に 集め る こ と に な っ た 。

　 こ こで 、生命科学の 専門家や テ ク ノ ロ ジー
に

とっ て 、 糖尿病の 普遍的 な知識へ の 探 求や 、 遺

伝子解析 の い くつ かの 異 なる タ ス クが どの よ う

に コ ーデ ィネー トされ て い る の か を遣伝子研 究

の 現場か ら考えて み る と、「日本 人の 生」が ア

デ ィ ポ ネク チ ン の 分泌 に伴 っ て 移動する こ とが

浮き彫 りとな る 。

　 丁 大 学の 笠 原研 究 グ ル ープ で は、 2 型 糖尿

病 に罹 っ て い る 兄弟姉妹 224組 の 遺伝 子解析 を

行 っ た 。 まず 、 少 な くと も兄弟 姉妹の うち 2 人

が糖尿 病で ある 家 族か ら、糖尿病 の 国際基準 を

もとに被験 者が 選ばれ 、 疫 学的な情報 に従 っ て

二 つ の グ ル ープ に分 けられ た 。 そ し て そ れ ぞれ
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採取 された 遺伝了サ ン プル を DNA チ ッ プ と い

うシ リ コ ン 基板の ．F．に貼付け、 い わ ゆ る分子交

雑 （hybridization）を用 い て 二 つ の 組 を比 較 し 、

高血糖値 と関連す る領域 にア デ ィ ポネクチ ン 遺

伝子 が存在す る こ とが見 い だ され た 。 こ うし

た罹 患同胞対 解析 と い う統訂 的手法 に よ っ て 、

病歴 を示 すカ ル テ と遺伝子解析 を可 能にす る

DNA チ ッ プ の 間を行 っ た り来 た りす る 「日本

人 の 生」を追 い か ける なか で 、次の よ うな こ と

が 明 らか にな っ た 。 つ ま りア デ ィ ポネク チ ン遣

伝 子の 中 に特定の
一
塩 基多型 （SNP ）が ある人

は、血中の ア デ ィ ポ ネクチ ン 濃度が低 く、 2 型

糖尿 病の 発症率も 2倍 ほ ど高い と い うこ と で あ

る 。 さ ら に その 後 、 日本 人の 約 4 割は ア デ ィ ポ

ネク チ ン の 分泌が 少な い こ とが発表され た 。す

なわち 、 アデ ィポ ネクチ ン が 日本人の 2 型糖尿

病の 発症に深 く関与 して い る こ とが 証明 され た

と き、 こ の タ ン パ ク質へ の 注 Rは 、 倹約遺伝 子

仮説 とい う科学言説を超 えて 公的領域 に まで 広

ま り始め た。

　 しか しこ うした結果を書 き上 げる に は相当な

媒介 が必 要 となる 。 ある若 手研究者が 、 科学研

究費の 串請番 で 書か れ た 目的 の 内容 を、 ア メ

リカ の 学術誌 に投稿す る論文 の 要 旨へ と書 き換

えなが ら、実験 デ
ー

タ を改 め て まとめ よ うとし

た 。 しか し、前者の 応 用的な課題 に対 し て 、 後

者の 場合 は、査読 者か ら 「日本人の 特徴 」 を示

す デ
ータが 求め られて い た 。 こ うした ギ ャ ッ プ

を埋 め る こ とが 若手研究者の キ ャ リ ア パ ス と交

差す る こ とは 次の 発言か ら も明 らか で あ ろ う。

私 が 比 較研 究 の 意 義 に つ い て 聞 い た時、彼 女

は こ う言 っ た 。「と りあ えず、ア メ リ カ で ボ ス

ドク をや っ て み た い か ら 、 まず は英語 の 業績 を

増や さな き ゃ
……

」。 そ して 比較研究の 色合い

を強調 しなが ら例 の 要 旨を仕上 げる こ と に した

結果 、 日本人の 遺伝 的特性 が前 面に 出る こ と に

な っ た 。

　 2000年代 に入 っ て か ら、世界中で ア デ ィ ポ ネ

クチ ン の 分子構造や機能を め ぐる研究が 次 々 と

成果 を上 げる こ とに な り、ア デ ィ ポ ネクチ ン は
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糖尿病の遺伝子研究の 新た なパ ラ ダ イム へ の期

待を高め て きた 。 しか し、そ れぞ れ 異なる 遺伝

子プール か ら得たデ
ー

タ と、分析技術の 急速 な

発展 に よ っ て 、 方法論 か ら生 じる 差 とサ ン プ ル

の 違 い か ら生 じる差 を見分ける こ とが次第に難

し くなっ た 。 口本人 を対象に した研 究で は 、ア

デ ィポ ネクチ ン の 分泌量 が少 な い 理 由 として遺

伝的な要素が 原因 とされ る傾 向が あ る の に対 し

て、海外のデ
ー

タで は、肥満 にな るほ ど分泌 量

が低下す る と い うこ とが推測 され て きた 。 こ の

よ うな ア デ ィ ポ ネ ク チ ン 研 究 ブ
ーム の なか で、

笠原 グル ープ の ある メ ン バ ーの 雷 葉で 、 「民 族

（つ ま りサ ン プ ル ）の 違 い と、病理 学的差異の

問の 境界線が ます ます瞹昧 と な り」、 実験 室で

解決 不可 能な 問題 が 次 々 と生 じ は じめ た。ア

デ ィポ ネク チ ン は ど の よ うにイ ン ス リ ン抵抗性

と関わ り合 うか と い う生 理 的な メ カ ニ ズ ム が 、

そ れ を明 らか に しよ うとす る遺伝 子研 究の 設計

その もの に含 まれ て い る こ とに、 日本 をは じめ

世界 中 の 研 究者た ち が 次 第に 気づ き始 め て い

た 。 そ こ で、遺伝子と生活様式の 相互作用 とし

て 浮か び上 が っ た 「民族の 差」 は 、 ア デ ィポ ネ

ク チ ン研究に対 して も困難な課題 を突 きつ ける

こ とに な っ た 。

　 こ の よ うな困難を乗 り越 える ひ とつ の 方法 と

し て 、笠原 グ ル ープ の 研 究に は、国家の 予 防対

策 と製 薬 市場 を何 とか結 び付 け よ うとす る試

み が 見 られ た 。 言 うまで もな く、 それは ア デ ィ

ポ ネクチ ン の 代謝経路 に伴 う動 きで ある 。 彼 ら

は 、ア デ ィ ポ ネ クチ ン に は抗動脈硬化作用 もあ

る こ とか ら 、 糖尿病 の み な らず動脈硬 化の 進展

を防 ぐメ カ ニ ズ ム を明 らか に し、そ の 分泌量 を

測 る診断装置の 開発 に よ り、 メ タ ボ リ ッ ク シ ン

ドロ ーム 診断の標的で ある バ イオ マ
ー

カ
ー とし

て 用い る方法を示 し、そ れ が メ デ ィ ア に も広 く

取 り上 げ られ る よ うに な っ た 。

「体脂肪 の 脂 肪細胞 か ら分泌 され る ア デ ィ ポ

ネクチ ン は 、筋肉や肝臓 に た まっ た脂肪の 脂

肪酸 へ の 分解 を促す働 きがあ る 。 動脈硬化 の
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促進 も止め る作用 もあ り、肥 満人 口 の 増加 に

悩 む先進 国に とっ て は、砂漠の 慈雨の ような

ホ ル モ ン だ。（中略） ア デ ィ ポ ネ クチ ン の 研

究成果 を新薬 開発 に応用す る に は 4 つ の 方法

が あ る 。 （中略）［笠原 グ ル
ー

プ］は、それ ぞ

れの 方針 に沿 っ て 、 企業や 大学の 共 同研究 を

開始 し て い る、（中略） こ うした 1 つ の 整理

活性物質が組織選択 的に異な っ た作用 を発揮

す る仕組 み は新 し い 創薬 の ヒ ン トに なる と注

目を集め る 。 」［日経バ イオ ビ ジ ネ ス 2004］

す なわ ち、ア デ ィ ポネク チ ン の複雑な代謝機 能

の お か げで 、 遺伝子情報 をもとに した個 々 の 患

者 に合 わせ た創 薬 と い う画 期 的 な発 想 は、 口

本 国民全体 の 命 を守 る政治 に刺 激 をもた らす こ

とに な っ た 。 結局アデ ィ ポ ネ クチ ン が 明らか に

する 生命過程 は 、 こ うした 差異化 の 連鎖 にお い

て 、国 （大学）と市場の コ ラ ボレ ーシ ョ ン を通

じて 発現 され る と き、個 々 の 異な るゲ ノ ム を標

的 とする オ
ー

ダ
ーメ イ ド創薬 の可能性 を広げ る

の で ある 。 よ り
一

般 的に言えば 、 個人化され た

生 の 唯
一

性を示すゲ ノ ム とは、よ り動 的な代謝

の 文脈 に置 か れ る こ とな しに は 、 意味 をな さな

い もの だか らで ある 。

　今 日 にお け る正 常な生 活の 、科学技術的な い

し間主観 的な 再編 は、 こ うした 「生」 の 振動 を

促す もの で あ ろ う。 もしそ うで あれ ば 、 次元 の

異 な る 生 の 知 識実 践の 関わ り合 い を描 き出す こ

とは 、現代人類学 にお ける最も大 きな挑戦の ひ

と つ だ と言えるか もしれ ない e ダナ ・ハ ラ ウ ェ

イ の 言葉 を借 りれ ば、本 質的 に異 なるもの がぶ

つ か り 「干渉」（interfere）しあ う効果に よ っ て 、

政 治的 な行 動 は学 開 的 な問題 へ
、 また 科 学 的

証拠 は政治課 題へ と変容 しつ つ ある ［HARAWAY

1997］。 すなわ ち、一
方の 価値が 他 方 に押 し付

け られ る の で は な く、双方 を結び付ける技術 ＝

社会的実践 に お い て は じめ て 、そ れ ぞ れ の 内容

が 定着 して い くの で あ る
16〕

。 代謝、そ して そ れ

を生 きる こ とは ま さに こ の よ うな生 政治 的効果

で あろ う。

IV 代謝 を生 き るこ と

　代謝の 異 常をめ ぐる 医学的知見は、さ ま ざま

な機器や文書 、 画像や数字 、 そ して 感覚の 集合

で あ る 。 臨床 の 現 場に お い て こ れ は もは や 常

識 とな り、体の 中で 絶えず変動す る血 糖値に 合

わせ て生活 を送る には、体内の変動そ の もの を

文字通 り身に つ ける こ とが求め られて い る ［モ

ハ
ー

チ 2008］。 とは い え、「代謝 の 身体」に お

い て 、 外 と内の 区別 は決 して 明確 な もの とは言

え ない 。 結 局の とこ ろ、食べ た り、飲 ん だ り、

息を吸 っ た りす る こと、そ して 排便 、 排尿 、 発

汗す る代謝 の 働 きにお い て、摂 取 と排 泄の 繰 り

返 しが不可欠 となるで あ ろ う。 重要 なの は 、 こ

うした代謝の 働 きが 、単なる生体の 機能に とど

まらな い 意味を持つ とい うこ とで あ る 。 上 述 し

た ように 、 血 液 を流 れ る糖 は、サ ラ リ
ー

マ ン

と HbAlc を結 びつ け る 関係を配 分 し、 また 脂

質の 代 謝は、老 い の リス ク とア デ ィ ポネクチ ン

の 知識 を干渉させ る 。 「代謝を生 きる」こ と は 、

こ うした 生命と生活 を互 い に 見 い だす とい う移

動性を示唆 して い る 。 こ の 点か ら言えば 、糖尿

病 に まつ わる さ まざまな知識 や 人格 に生 の 属性

を与 える の は、こ うした異種の 動きが影響 しあ

うと い うこ とに他 な らな い 。 本稿 は 、 こ の 糖代

謝の 働 きへ の 医学的関心に伴 う生命と生活の ダ

イナ ミ ッ ク な関係 を明 ら か に しよ うと した の で

あ る 。

　 米 国 の 西南 部 に お け る 糖 尿病 遺伝 子研 究 を

扱 っ た マ イケ ル ・モ ン トヤが述べ る ように、遺

伝子研 究 の 現 場 で は 、 分子 生 物 学 が 追 求す る

遺伝 子要因 と疫学 者が問 い 続 ける生活習慣や 環

境 の 相互 関係 の 二 つ の 説 は必 ず し も相 反す る

もの で は な い ［MON ’
rOYA 　 2007］。 む しろ こ の 事

例 か ら、遺 伝子 と生活習慣が 互 い を実現す る

こ とが 明 らか にな る n ア メ リカ の 最貧地域 に 暮

ら して い る メ キ シ コ 人の 移民 た ちの 歴 史や 生 活

様 式 は 、 遺伝 学 者 の フ ィ
ール ド調 査 記録 や 実

験 室で の DNA サ ン プル か ら、 医薬 品の 広告 ま
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で 、 「他者の 生」 と して 、 糖尿病の 分子メ カ ニ

ズ ム へ の 理解 を深 め て い くと い う極 め て 重要 な

役割 を果 たすとモ ン トヤは指摘す る 。 こ うして

メ キ シ コ と ア メ リ カ の 間を行 っ た り来た りす る

人 々 の 貧 しい 暮 らしが糖尿病 の 遺伝要 因説 に徴

用 （consc 加 t） され る とき、そ こ で他者 と自己

の 区別 をめ ぐる さまざまな交 渉が科 学 を新 たな

方向へ 導 くとい う。

一
方で 、 本稿で取 り上 げた

［．1つ の 事例 におい て は 、 糖尿 病研 究の 諸分野の

間に行 き渡る 「日本人 の 生」が 、 サ ラ リ
ー

マ ン

の 生 き方や ア メ リカ 人 の 食生活 な どを 、 代謝の

科学事実 として形づ くる こ とに なる 。 い ずれ に

せ よ 、 生 きる こ と とそ れを知 る こ とが 、 多種多

様 な移動に よ っ て互 い に含み合 い 、彑 い を引 き

立 て て い る こ とが 分か る 。

　 さて 、 こ の 問題 をよ り深 く論 じる ため に 、 序

論で 紹介 した 「生 きる 可変 可動物 」の 分析概念

を用 い て 、こ れ まで 二 元 論的 に分 離 されて 検

討され て きた 生 と移動の 関係 に つ い て 詳 し く見

て み よ う。 生命 と生 活 と の 共生 成 を考え る と、

「生 きる可 変可動物」で ある 代謝に従 っ て動 き

続 けるハ イブ リ ッ ドは 、 ア ク タ
ーネ ッ トワ

ー
ク

セ オ リーの 図式 とは異 な る見取 りを描 き出す可

能性 がある 。 以 Lの 糖尿病 の 事例 は 、 代謝の 複

雑さゆ え、 つ ね に変動する 身体の 動 きと、人 と

モ ノ の 移動 が生 み出す状況が 、 どの よ うに 相互

作用 しあ うの か 、とい う新 たな論点 を提供する

こ と にな る 。 治療 、 研究 、 開発 な ど 、 こ うした

次元 の 異 な る さ ま ざまな 目的の コ ン フ リク トと

して 浮か び上 が る 「代 謝」 の 出来事は 、 生活 と

生命の 間 を行 っ た り来た りしな が ら、移動性の

意義を考えさせ て くれ る 。

　 こ こ で い う移動性 の 観念 は、少な くとも三 つ

の 異 なる移 動様式 を指す 。 （1）ひ と つ は 、 人

や モ ノ 、デ
ー

タ の グ ロ
ーバ ル な循環 を促 す合成

物 に よる動 きで ある 。 ア メ リ カ に渡 っ た患者が

日本人 と して糖尿病を生 きる こ と、ある い は世

界中 の 研 究所 を駆け巡 る ア デ ィ ポ ネクチ ン 関連

の 遺伝子 デ
ータに基づ く生 命の 理解は 、 こ うし

た 直線 的 な移 動性 を示 し て い る。 （2 ） また も

301

うひとつ の 移動様式として 、 自然 と社会の 間を

行 き来 す る と い う多次 元的 な動 きが挙 げ られ

る 。 医学 と企業の 関心 を結び付け る倹約遺伝子

や 、糖分 の 体内作用 を公衆衛 生 の タ
ー

ゲ ッ トと

して あ らわす HbAlc は 、
ハ イ ブ リ ッ ドな動 態

を示 して い る 。 さ らに、こ の 二 つ の 移動の タ イ

プ が両 方とも （3 ）代謝の 作用 に 関わ る とい う

こ とは 、生 の 包摂 と排除を考える 際に重要 な意

味を持 つ 。た だ し こ こで重視 しなけれ ば い けな

い の は 、 糖尿病 に 見 られ る生命 と生活の 相互作

用 は 、 分析 ツ ール や 隠喩 の みな らず 、 後者 を把

握 しよ うとす る現場で取 り組 まれる実践 だ とい

うこ とで あ る 。

　 私は こ こ で 、何 らか の 理 論を用 い て、 ある

現象に つ い て考察す る とい うや り方 とは対照的

に 、 ある現象 （糖尿病）を用 い て理論 （移動性）

に つ い て 考察 し て み た 。 生の 移動性 に焦点を当

て る際 に、病気 を、それ ぞ れ独 自の 主体 とと も

に、多 くの 器具や 技術 、 方法な どを発 揮す る異

質な実践の 一連 の 過程 と して 理解する こ とが で

きる。同 じ疾病は現場や分野 に よ っ て 異なる も

の として現 れる 。 とい うの も、 何が 同
一の 疾病

と して 見 な され る か と い うこ と さえ 、 診断 を行

う人工 物や実践 に よ っ て異 なる 。 つ ま りさまざ

まな現場を行き来する こ とは、異質性 を存続 さ

せ る とい っ て よ い 。 しか し 、 多様性 を無限に増

加 させ るネ ッ トワ
ー

ク の 観念 の代わ りに、代謝

は 、 生活 と生 命 を部分 的 に関係 づ ける 、 「生 き

る可 変可動物」の 可能性 を開 くの で あ る 。 こ こ

で は 、 古代人 の 食生 活が創薬の 技術 を生 か した

り、老化の 内 なる経験 が疫 学的証拠 か ら生 じた

りする こ とが あ り、互 い に通約不可能な もの が

関わ り合 うの で ある 。

　 生活 と生 命の 相互 包含関係に伴 う意味で 、以

E．の 事例 に見 られる す べ て の 配 置は、糖 代謝の

動 きの 延長 に ある と もい える の で ある 。 血 液が

運ぶ ブ ドウ糖 の 変 化 を示す HbAlc の 検査 を と

お して、生活習慣 が 可 動 的 な もの に な る と き、

数値 と経験 は さ ま ざま な 比 較の 中で 絡・み 合 っ

て 影響 し合 っ て い く。一方、遣伝子 研究 の 現 場
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で 、脂肪細胞か ら分泌され る ア ディ ポ ネクチ ン

と い うホ ル モ ンが、糖 尿病 の 民族差に 関す る疫

学的知見を糖代謝の分子機構 に刻み 込 む こ とに

なる c 従 っ て こ こ で 、 複数 の 異 なる次元の 問を

移動する とは どうい うこ となの か を考える ため

の モ デ ル と して 改 め て 代謝 を紹介 し直す必要が

ある v

　代謝 の 働 きは 、 食事か ら摂取 した栄養 を細胞

の構成要素に用 い 、そ の 不 要物を排出した りす

る こ とに よ り、 生 の 恒 常性 を もた らす生 理作

用 で あ る。一
般的な定義に お け る生物 学的な解

釈 に よれば 、 代 謝は異 化 と同化 の 連鎖 で あれば

こ そ生 命を常 に動か して い る 。 「代謝 とは、生

命の 維持の た め に 有機体が行う一連の 化学 反応

の こ とで 、（中略）大 きく異化 と同化の 二 つ に

区分 され る 。 異化 は有機物 質 を分解す る こ と に

よ っ て エ ネ ル ギ
ーを得る過程で あ り、例 えば細

胞 呼吸がそ うで ある 。 同化 は こ の 逆 で 、
エ ネル

ギ
ーを使 っ て 有機物質を合成する過 程で あ り、

例 えば タ ン パ ク 質 と核酸の 合成が あ る」
17；

。 代

謝が 、異化 と同化の 連鎖 として理解 され る の だ

とす れば 、 移動性 の 新 しい 分析 ツ ール と して の

「代謝」 もまた、何 らか の 同 質性 を暗示 する の

で は な く、 また それ に依存 す る と い うこ と もな

い だろ う。 さ らに、身体 を動か すと同時に、上

述 した よ うに 、「代謝」 は さ ま ざまな社会物質

的世 界 に行 き渡 り、 しか も、そ うした世 界 は

「代謝」 を介 した か ら こ そ違 うもの と して体験

で きる よ うに なる の で ある 。 従 っ て 人類学の 枠

組み にお い て 、代謝は、あ る特定の研究の 対象

（糖 尿病 ）で ある だ けで な く、 移動性 の モ デ ル

として も大 きな可能性 を持 っ て い る 。

　 従 来の 人類 学 に お い て、「身体 を生 きる」 こ

との 語 りと 「身体そ の も の 」 は、患者 の 経験 と

医学の 言説 と して 区画 され 、後者の 同
一

性 に

対 し て 、前者 の 多様性 を 追究す る の が 人類学者

の 役割 で あ っ た 、 しか し、糖尿病 を対象 にす る

と、説 明する こ と と され る もの が互 い に影響 し
　　　　　　　　　　　り　　　の　　　ロ　　　　　　　の　　　り　　　■　　　ロ　　　　　　　　
あ い 、両者の 同時移 動が 民族 誌の 対象 を動 か し
　　　　　　　　■
続 ける の だ とい うこ とがわか る u その 結 果 、 分

析 の 焦点 をあ る特 定の 差異 （例 えば ジ ェ ン ダー
、

民族、人種 な ど）か ら、差 異化の プ ロ セ ス に切

り替える こ とが 可能に なる 。 この よ うなダ イナ

ミ ッ ク な生その もの を追究 する に は、民族 誌 の

本来の 手法で あ っ た モ ノ グ ラ フ の 「円形パ ノ ラ

マ 」 よ り、「ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト」 に よ る描写が

必 要にな る と考え られる
］S〕

。 こ の 意味 で は 、 次

元 の 異 な る 対象を転 々 とす る と い うス ナ ッ プ

シ ョ ッ ト的な方法は 、
ハ イ ブ リ ッ ドな動態 を動

きとして記述 で きる こ とを示 して い る 。

　 身体の 経験 と科学の 知識 を もはや別物 と して

扱 うこ とは で きな い 。 糖尿病研 究 の 現場 で 増殖

して い る ハ イ ブ リ ッ ドを通 じて、人 間と非人問

の 多様性 が互 い に 関係 しあ い 、 影響 しあ うこ と

が 病気の 状況そ の もの で ある。 したが っ て、特

別で 固有の もの で あ る身体 を突 き止 め よ うとす

る こ とよ り、む しろ科学技術 との 関わ りの 中で

生 じる身体 の 潜在的 な成果 を重視 して い くこ と

が 必要 となる ［STENGERS　 2010］。 民族 や ジ ェ ン

ダーな ど の 差異 は、（自然 の ）事実で も （人 間

の ）構築物 で もな く、それ らを行き来する とい

う実践 にほか な らない か らで あ る 。 こ の よ うな

差異化 の 十渉 と い う現象を問 い 続け る の は 、生

政治 の 在 り方 だ けで は な く、 その さまざまな異

質な実践の 関係性 を探る ひ とつ の ア プ ロ
ー

チ で

あ り、従 っ て 比 較研究の 新た な展望 を私た ち に

与 えて くれる。
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注

1 ）カ タ リ
ー

ナ は 自らの 日記 を 『辞典』 と呼ん で

　 い る 。

2 ）イタ リ ア の 晢学者ジ ョ ル ジ ョ
・ア ガ ン ベ ン が

　西洋社会 の 形成に お ける 重要な 出来事 と して 挙

　げ る の は、政治的 な生 （ビ オ ス ）か ら剥 き出 し

　の 生 （ゾーエ ）が排除 され る
一

方で 、法的秩序

　 の 中に 剥 き出 し の 生 が 取 り込 ま れ る と い う、排

　除的包摂 と い う パ ラ ドッ ク ス で あ る 匚AGAMBEN

　1998 （2003）］。 こ れ に 対 し て 、本 稿 で 論 じ る 包

　摂 と排 除の 相互作用 は 、 何か の 終点 を示す矛盾

　で は な く、生命 と人生 を影響 させ 合 う生産的な

　 プ ロ セ ス で あ る。

3 ）生 の 人類 学に つ い て は、KAUFMAN 　and 　MoRGAN

　 ［2005ユ、KoffN ［2007］、田辺 ［2010］ を参照。

4 ）病棟や 診察室 で 行 わ れ る さま ざまな作業 を、

　認知的な活動 を組 織全体に拡大 しよ うとす る福

　島 らは、「制 度 の なか の 生 」 と し て 論 じ、病 い

　 （illness＞ とい う断片的 な経験 を探究 して きた 医

　療人類学 と は対照的に 、 人の 知的活動 の 社会 的

　基盤 を再検 討 した 上 で 「生 」 にま つ わ る さ まざ

　 まな認知過程 の 解明を行 う ［福 島 20Q5］。

5 ）リ ス ボ ン と カ ル カ ッ タ の 問を行 き来する大航

　海時代 の ポ ル トガ ル の 貨物商船か ら牧場 と病 院

　 を結び つ け るパ ス ッ
ー

ル の 実 験室 まで、「不変可

　動物」 （immutable　mobile ） は 旅が 生 み 出す入 と

　 モ ノ の 新た な結 び つ きが知識 と力の 産出に 果た

　 す役割を示 して い る 。 こ うした動的な関係性は 、

　 未知 に対 す る闕心 をか き立 て る こ とに よ り、人

　 とモ ノ を動か し、地 動 説 や 細 菌論 の よ うな新 し

　 い 事実 を もた ら し た か らで あ る。 こ うした物質

　 性 と移動の 相互 関係に つ い て 別の と こ ろ で 詳 し

　 く
1
論 じて い る ［モ ハ ー

チ
・森田 2011］。

6 ）本 稿 に お い て 、複 数 の 訳 語 の 中 で 、LATOU 　R

　 ［1999 （2007）ユの 「不 変 11∫動物」を使 うこ と に す る 。

7 ）ア ク タ ーネ ッ トワ
ーク セ オ リーに お い て 、 水

　 ポ ン プ か ら鉄道網 ま で、人 間 と は 経験 的 に
「
区別

　 し得る 機械や 人 工 物が扱わ れ る の が
一

般的で あ
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　るため、人間の 主体性に つ い て の 言及 は非常 に

　難 し くな る。だ か ら こ そ科学技術研究に 対する

　人類学的な批 判の ほ と ん どは、生 きる 人闘へ の

　無関心 に つ い て の もの で ある と言え る 。 反例に

　は TIIeMpsoN［2005］ を参照 。

8 ）合 併 症 リ ス ク の 男 女 別 検討 に は、例 え ば

NAGARETANI ・et・a1．［2001］、また 日 本 に お け る糖尿

　病の特徴につ い て は YAzAKI 　and 　KADowAKI ［2006コ

　が詳 しい ，，

9 ）本稿 の 登場 人物 や 機関名な どは全 て 仮名 とす

　 る 。

tO）例 え ば KosAicA ・et・al．［2005］ を 参照 。

1D 下 記 に詳 し く述 べ る よ うに、　 HbAlc （ヘ モ グ

　 ロ ビ ン Alc ） とは、ブ ドウ糖 と結び つ い た 血色

　素で の 過去 1 〜 2 ヶ 月聞 の 平均∫肛糖値 の 状態を

　反映する検査値で あ る 。

12）糖尿病 デ ータマ ネ ジメ ン ト研究 会の ホ ーム ペ ー

　ジ http：1tj　ddm　．jp（2011年 4 月 3 日閲覧） を参照 。

13）2010年 7 月現在、87施設 で 110，250入 の 患者を

　対象に して 調査が 行 わ れ て い た 。

14）健 康 な人 を含め て、ヘ モ グ ロ ビ ン Alc の 平均

　値 は年齢 と比 例 し て 上昇する 。

15） ジ ェ
ーム ズ ・ニ ール （James　Neel） は 、 人類 学

　 の 分野 にお い て 、指導学生 の ナポ レ オ ン ・シ ャ

　グ ノ ン （Napoleon　Chagnen）と共同で行 っ た ヤ ノ

　 マ ミ族の 遺伝研究 に 関し て 生 じ た倫理的な論争

　 の 主役者 と して さ ら に よ く知 ら れ て い る か もし

　 れ な い ［TIERNEY　2001］。

16） こ う した差 異 を介 した 関係性 の さ らな る 事例

　 と し て 、ノ ル ウ ェ
ーの 障害者施設を扱 っ て い る

　MOSER ［2006］の 研究や 、 イ ン ドネシ ア に お け

　 る環境運動を描 い て い る TSING ［2005］が興 味深

　 い 〔，

17）フ リー百科事典 『ウ ィ キペ デ ィ ァ （Wikipedia）』

　（2011年5月29目 閲覧 ）http：〆／ja．wikipedia ．org ！wikV

　 「代謝」。

18）変容 しつ づ け る こ と の 人類 学的 な考察 と して

　石井 ［2009］、福 島 ［2010 ：106−109ユ を参照。
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   Life of  the Metabolism
An  Experimental Inquiry into Mobility

MoHAcsi  Gergely

Keywords:  diabetes, embodiment,  epidemio]ogM  genetic research,  mobilitM  Japan

    In the past decade and  a halg anthropology,  along  with  other  human  sciences,  seems  at last to have

opened  up  its once-rigid  theeretlcal frameworks and  methodological  toolkits to embrace  the concept  oflifee

not  as something  that divides social  and  natural  phenornena, but rather  as  something  that highlights how  they

relate  to and  include each  other  in practiee. Interestingly enough,  this relatively  new  concept  of  life has been

emeiging  from research  activities  that fbllow the movement  of  living ebjects:  genes bet-reen 1ahoratories and

regttlatory  agencies,  mushrooms  between distant mountains  and  global markets,  and  organs  between living

bodies, to mentionjust  a  few. In such  moves,  Iife becemes  a  target of  and  a  ground for cemparison.  Lives and

life forms are  constantly  compared  (metrically, culturally  and  experientially)  , calling  for fdrther research  that

explores  the relatiQn  between cemparative  practices and  the traveling  objects  of  medicine  and  the life sciences

in general,

    This paper explores  the eonsequences  of  such  mobility  by drawing on  current  ideas ef  translation and

hybridity within  science  arid teehnology  studies  (STS) and  anthropolegy.  How  does the body ofthe  diabetic

patient-from  (thrifty) genes to fat bellies-become an  experimental  site of  technological  and  secial

innovation in centemporary  Japan? What  is at stake  when  those bodies move  across  different locations and

scales  in the comparative  practices of  epiderniology  and  genetic researeh?  These are  the questions I pursue
through two ethnegraphic  vignettes  of  dial)etes resear ¢ h, which  tegether shew  the fiuidity between different

vaiues  and  difEerent ways  ofordering  reality.

    Few  diseases have pervaded the landscape of  Japanese health care  in the past half century  as  thoroughly

as  diabetes. It has transfbrrned from an  obscure  and  acute  condition  to one  of  the paradigrkatic issues of

biornedicine, invo]ving the interaction between state-ofithe-art  science  and  public health interventien on  a

massive  scale,  DiffeTent facts and  experiences  that structure  the knowledge  about  diabetes emerge  within

particular interferences between scientific  apd  cu]tural  attributions,  Some  repertoires  in'voke 
"Japanese

 genes,"

while  others inscribe a stereetypical male  diabetes patient: the sarariman,  or company  employee,  The puzzle
is this: how  do these  different subjects  ef  molecular  bielogy and  epidemiology  ceme  to stand  fbr the same

disease, ifthey do at all? It wiil  be argued  that such  interaction is made  possible through  the constant  work  of

the metabolism.

    [faking a diabetes clinic  as  its point  of  departure, this paper explQres  the mediation  between  such

entological  variations,  In Chapter 2, I look at two  ways  in which  high blood sugar  is included in biomedical

research:  the recruitment  of  company  employees  in clinical  studies,  and  the attempt  of  building a national

database fbr diabetes using  glycated  hemeglobin as  an  indicator ofpepuLation  difftirences. Epidemiologyl as

I show,  does not  simply  refiect  popular ideas about  ethnic  and  natienal  identities, but is a  domain in which
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such  identities are  actively  articulated  and  reworked.  In Chapter 3, I extend  my  analysis  by following such

ethnic  differeRces te a  site o'f  genetic research.  The  collaborative  research  project l describe here is fbunded

on  the classification  ofpopulations  that enierge  from epidemiQlogy.  Here, however, ethnic  difference sigriifies

genetic variations  and  their possible consequences  for developing newer  and  safer  medications  for Japanese

people.

    The  emphasis  on  the interfering effects  of  differentiation in medicine  is grounded in and  reflects  the

importance ofmetabolic  activities  in diabetes research  that, in turn, leads me  to rethink  the anthropological

significance  ofmotion  in Chapter 4. In diabetes research,  the body is ebjectified  as  a metabolic  system.  Daily

sugar  action  and  the long-term accuniulation  of  body  fat are  targets ofboth  epidemiological  studies  and  drug

development. The metabelism  is constantly  susceptible  to both the iuner and  outer  worlds  that fiew through  it

in the daily acts  of  eating,  drinking, digesting, defecating and  urinating,  Self and  ether  are  in a  constant  state

ofinteraction,  making  any  claim  to a speeific,  whole  identity part of  other  levels of  difference. such  as  health

and  disease, or  sugar  and  fat, Once  we  take  serieusly  the challenge  ofaccounting  fbr such  mobilitM  it reminds

us  of  the dienculty of  drawing the boundaries between 
"lifeways"

 in  the  plural and  
"life"

 as  a singular  object

of  the biological sciences.

    My  aim,  thus, is to highlight how  facts of  biomedicine and  cultural  meanings  of  gender and  ethnicity

are  made  to articulate  each  other  in clinical  practice, and  how, yet again,  they are  included in pharmaceutical
marketing  strategies  and  diabetes researcli, I trace  the means  by which  social  anxiety  is naturalized  and  the
"working

 man"  becomes  a  marked  subject  of  diabetes in the clinic  and  beyond, The ways  in which  s"ch

notiens  ofgender  difference are mapped  onto  a  polarity of  the Japanese versus  the Western in genetic research

and  clinical  trials refiect  the diffbrentiating {mplementations ef  diabetes in contemperary  Japan. My  analysis

of  the two  case  studies  suggests  that genes and  Jifestyles, patients and  researchers,  Japanese and  American

people, or  men  and  women  interfere with  each  other  in their differences, and  it is such  differences that have

te be fbrged through  a  standard  and  universally  valid  biomedical knowledge of  diabetes. Such interferences

across  populations, markets,  disciplines and  disease entities  compel  and  stimulate  a  permanent  movement

between different scales  and  locations.

    In tracing metabolic  mobilities  and  their enactments  in epidemiology  and  genetics, a  complex  world

epens  up  in which  questiens ofparts  and  wholes  are  settled  in practice. At the same  time, they suggest  a  novel

way  for anthropologists  to examlne  heterogeneity-on the  move.


